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１．原稿作成方法 

会報編集にはパーソナルコンピュータ（マイクロソフト windows）により編集します。したがって、原稿送付は

原則として「MS office WORD（ワード）」あるいは、「一太郎」や「リッチフォーマット形式」等により作成され

たファイルによりお願いします。 

 

２．原稿  

2-1 原稿（図表などすべて入ったファイル）を E-メール又は、電子媒体等（フロッピーディスク又は CD-ROM

等）により送付して下さい。 

2-2 送付先は事務局（〒572-8508 寝屋川市池田中町 17-8 摂南大学理工学部生命科学科 編集担当 中室：

メールアドレスnakamuro@lif.setsunan.ac.jp TEL/FAX 072-839-8084）です。 

 2-3  原稿到着次第、原稿のフォントや図表などが執筆要領の通りかどうかを検討します。この段階で修正を 

    お願いすることがあります。その後、本文内容は査読者の意見をお伝えすることがあります。 

 文書スタイル 

 3-1 字体：MS明朝体10 ポイントとし、句読点には"、"および"。"を用いる。 

 3-2 １頁：48字×50行、上下左右マージン20mm 

 3-3 英字：Century体を用い、特別な場合以外は和文用を使用しない。 

 3-4 数字：一桁は全角。二桁からは半角。 

 3-5 括弧：原則として全角を用いる。  

 3-6 その他：学術用語の記述は専門学会の用語を用いる。 

３．  

 

４．図表 

 4-1 図の大きさ：会報の横巾以内に収まること。バランスを考えて作成して下さい。原則として、図表の両側

に本文を書かない。 

 4-2 表に使用する文字：10ポイント以下、MS明朝体など。 

 4-3 図の縦・横軸表示：10ポイント、MSゴシック体など。 

  4-4  図の中に書き込む文字：10ポイント以下、MS明朝体など。全体とのバランスを考えて下さい。 

 

５．写真 

 5-1 図及び表も含め、写真は費用の都合上、原則として白黒です。しかし、色を示すことが必要なものは 

    カラーにしますが、カラーにするかどうかは編集者にお任せ下さい。 

 5-2 鮮明にする必要がある場合は、別途JPEGファイルを送付して下さい。 

 

６．文献の書式 

  以下の文献記載見本を参照して下さい。 

6-1 和雑誌：全員の氏名 (2006) タイトル、雑誌名、巻 (号) 、2- 6 ．(2006) は発表年、 2- 6 は頁です。 

6-2 洋雑誌：全員の氏名（N.Shinriki, または Shinriki, N., は当該洋雑誌の記譜に従う）(2006) タイトル． 

   雑誌名, 巻 (号) , 2- 6. 

6-3 和文書籍など： 引用部の著者名 (2006) タイトル. 書籍名 、編集者 (研究会) 名、出版社名、同都市名、 

                    p.2. とか pp.2- 6. 。 



 6-4 英文書籍など： 同上 

 6-5要旨集など：全員の氏名  (2006) タイトル、要旨集名（必要なら会合・学会名） 、開催地、 p.2.または 

         pp.2- 6. 。 

 6-6 パテントなど： 発明者全員の氏名（2006）タイトル、パテント番号. 
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７．別刷 

 著者に会報５部を送付します。多数を希望される著者は印刷前に必要部数を編集委員を通してお知らせ下さい。

多数の時は有料となることもあります。 
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